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わが国の生協の現況 

 購買生協 448 

 (うち地域生協) 134 

 医療福祉生協 108 

 共済・住宅生協  8 

 地域生協事業連合  13 

 総事業高 3兆3,524億円 

 組合員数 2,734万人 



生協での食品ロス削減の取組 

１）売れ残り商品、劣化品の削減 

  ・発注精度の向上 

  ・ロスの少ない供給手法、売場管理 

２）食べられる商品の有効利用 

  ・フードバンクの活用 

３）加工クズ、廃棄商品のリサイクル 

  ・リサイクルセンターでの堆肥化 

  ・業者を通した飼料化、肥料化 

  ・メタン発酵によるガス化と熱利用 

４）組合員の学習啓発活動 

  ・エコクッキングや食育 



多量発生事業者（29生協）の内訳① 



多量発生事業者（29生協）の内訳② 



食品廃棄物のリサイクルの事例① 

みやぎ生協 

全国の生協に先立ってリサイクルセンターを設置。 
食品廃棄物は、設立時のコンポスト方式から液飼料に変更。 



食品廃棄物のリサイクルの事例② 

大阪いずみ市民生協 

特例子会社「㈱ハートコープいずみ」を設立し、大阪いずみ
市民生協の食品残渣の95％を堆肥化。いずみエコロジー
ファームで使用し、栽培した農産物を店舗で販売している。 



食品廃棄物のリサイクルの事例③ 

コープこうべ 

三木市の農家とともに農業生産法人「(有)みずほ協同農園」
を設立し、コープこうべの食品残渣の95％を堆肥化。フード
プラン商品として栽培した農産物を店舗で販売している。 



食品廃棄物のリサイクルの事例④ 

コープみらい 

組合員の家庭から出る廃食油を店頭で回収し、ＢＤＦにして
配達用のトラックで使用している。 
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